
地

球

渡

欧

田

鐸

四

欲

望
二

五
E
f

三
日
-
盈

嗣
_‡
止
ん
だ
が
樹
浪
頚
で
縛
柵
し
い
､
午
前
十
時
的
帆
､

船
は
下
流
.1二
向
て
下
る
､
昨
日
見
落
L
i1
庇
ね
祁
は
ん
だ
南
岸
私
法
純
す

る
､
江
の
作
用
で
出
端
i
i低
甲
花
押
桁
地
に
域
練
り
楊
柳
が
伐
て
居
り
所

々
英
樹
執
り

細物
が
綴
潤
な
鍔
に
か
す
ん
で
見
え
ろ
､
賂
船
?J
上
佃
捲
}J

の

捌
係
等
考

へ
て
居
ろ
間
に
江
口
に
川
ii
､
舶
_‡
江
口
み
碇
に
衣
に
何

て

進
む
爾
樺
_ユ
次
第
に
-
7
-
袷
で
見
え
な
-
な
る
鹿
追
置
鑑
に
氾
む
､
濁

沈
は
何
時
迄
も
細
流
で
あ
る
ー
午
後
二
時
ビ
党
L
-
て

7
根
の
小
汽
舶
り

虞
で
停
舶
L
i1
､
潮
れ
げ

P
i]ot
h
pt
6
1
L
T'ngk
o
ng

舵
で
あ
る
､
門

司
川
帆
の
時
ミ
同
様
､
梯
子

江

口

の
加
斗
義

雄
の
婁
動
甚
L

い
り
で
此
鷹

か
ら
案
的
な
受
け
ろ
り
で
み
ろ
ー
霧
は
始
り
探
-
は
な

い
が
､
タ
tこ
近
づ

-
に
視
て
波
漸
-
尚
-
柑
堪
り
動
揺
私
怨
iJ
何
ミ
な
-
気
分
が
よ
-
な
か

つ
ヤ
ー
描
楢
正
金
銀
行
副
受
靴
人
伊
藤
発
音
氏
亡
初
め
て
知
命
に
な
つ
L
i

開
て
見
ろ
}J
氏
tIi
鵬
兇
良
川
功
で
小
出
TJ
に
同
窓
に
な
る
ー
氏
が
今
柁
英

演
歌
に
な
っ
た
句
で
郎
鹿
の
際
轄
附
山
田
嘩
氏
か
ら
小
也
留
幾
布
川
た
1J

の
邸
で
む
つ
ii
t
波
高
与
,餌
め
か
撤
田
博
士
盛
に
デ
ブ
卑
NA,散
辞
さ
れ
る

7
寸
旧
怨
引

い
i
lU

四
日
ー
盈

昨
夜
一.
典
リ
今
朝
代
波
静
か
で
あ
る
､
然
し
浪
霞
H_
柑
去

ら
.稚
い
､
鰍だ
･1
ほ
北
紺
廿

.ヒ
凍
十
八
分
東
経
官
甜
川十
密
度
廿
八
分
の
超
.<A.

寺

田

貞

次

建
て
厨
ろ
ー苛
摺
迄
は
四
官
八
十
五
組
6
1由
掲
示
で
知
た
ー何
鹿
造
霧
の
立

ち
こ
め
て
居
る
こ
}J
か
亡
自
然
的
作
用
G
r伶
大
き
私
感
す
る
折
か
ら
午
後

にこ
ガ
リ
ー
さ
し
も
の
淡
務
1
次
節
に
洋
ち
ぎ
時
々
青
空
私
眺
め
速
に
_

1

∫

鮎
の
盛
り
な
音
快
晴
tJ
な
っ
た
､
門
司
出
帆
似
衆
轡
-
押
し
な
か
っ
た
ZE

光
祐
押
し
､
楊
子
の
濁
水
も
何
時
し
か
去
り
､
滴
4
,空
に
滴
与
波
､
誠
に

愉
快
の
感
に
打
L
i
れ
た
､
然
し
披
露
の
同
室
械
静
穏
で
あ
っ
た
梅
は
宿
り

晴
れ
ろ
～J
共
に
印
南
よ
り
吹
4
)氷
る
風
次
第
に二
組
-
､
自
沈
な
す
ら
見
る

に
hJiilつ
ii
､
向
ひ
風
の
寄
せ
て
舶
-

7
時
間
約
二
位
ti王城
な
す
ろ
モ
開
い

た
､
然
し
パ
ロ
メ
･･
タ
I
ti
億
に
廿
九
イ
ン
チ
七
十
附
近
在
上
下
し
て
別

に
低
窺
既
で
は
な
い
か
ら
心
配
_‡
な

い
､
之
が
所
謂

m
ons･.n

で
兜
月

頃
迄
は
風
は
北
か
ら
吹
Jr,此
地
は
桐
常
の
拙
さ
み
保

つ
の
で
あ
る
が
tp
シ

ス
-
ン
り
分
け
印
度
洋
G
l方
は
静
が
拭
い
が
此
地
に
な
る
1J
飴
程
砂
粒
城

す
る
}J
の
罫
で
あ
る
､
但
し
歌
が
鵬
も
印
度
拝
鵡
過
の
隙
にこ
げ
或
は
脊
痛

み
受
け
ろ
か
も
知
れ
な
い
flJ
舶
長
は
申
し
て
居
た
ー
夕
頃
に
は
愈
々
叢
轡

海
峡
に
か
,̂
ろ
､
入
日
に
在
る
燈
基

が弧
粗
に
入
る
?,
閲
i1
が
見
え
な
か

っ
た
)

五

日
ー
晴

モ
ン
ス
ー
ン
も
少
し

や

わ
ら
い
で
波
瀞
で
あ
る
晋
に
閑
居

L
凝
聯
梅
鵬
も
難
な
-
追
出
し
{i
ら

し

い
､
漸
次
鼎
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感
や
ノろ
横
に
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っ
て
氷
る
正
午
に
は
八
十
戊
,仲r:
L
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I
親
の
早
い
鴇
中
は
そ
ろ
-

･
夏

服
な
引
張
り
川
す
棟
に
な
つ
i1
､
鶴
に
L
･北
紬
廿
三
憤
骨
四
分
架
は

甘

十

七
度
四
十
八
分
の
虎
ね
憩
っ
て
揺
る
沓
緒
迄
は
蹴
甘
瓢
十
人ハ
粗
ー
今
夜
の

間
_こ
経
口
迄
漕
.4
,
つ
け
る
投
光
だ
閲
-
.
夕
に
.ji_
右
舷
_こ

出
roth
ers
I(1S

等
放
鳥
み
眺
め
其
中
の

.L
粍
_二
は
倍
台
の
由

-
琴

乙
ろ
の
か
観
七
､
非
だ

美
観
で
あ
る
.
細
石
香
港
妃
-
り
侭
ミ
て
純
水
の
紀
舶
多
-
今
日

]
口
で

五
地
詐
日
食
ii
､
明
日
代
替
播
渚
の
夜
で
あ
=
波
も
将
で
あ
る
の
で
宛
客

中
の
外
人
･rは
A

デ
ブ
鮮
昇
勝
の
地
に
陣
取
て
準
晋
雅
_こ
合
tェ
ぜ
ダ
ン
ス
を

や
る
~今
迄
の
航
海
･1こ
け
時
々
外
人
の
拭
-
-
七
ふ
撃
､貧
弱
な
ダ
ン
ス
ね

削
る
位
で

1
向
旋
想
み
慰
る
･･
の
も
七
か
つ
七
が
､
沓
摺
以
後
の
航
海
に

だ
い
ぶ
長
い
か
ら
何
か
娯
蛸
怨
求
め
な
い
tJ
lJ
云
ふ
の
で
偶
然
_こ
も
諭
曲

同

好
の
士
が
数
省
党
風
さ
れ
今
日
か
I
t
デ
ッ
キ
で
持
ち
合
は
ぜ
の
由

和

合
t1ヤ
L
iI
､
簸
ろ
瀞
に
は
済
都
府
瀬
腰
私
大
嘩
数
授
雌
韓
博
士
本
永
七
三

郡
､
名
古
屋
潜
科
大
塾
敬
授
撰
韓
博
せ
小
口
忠
人
､
湖
畔
組
骨
相
等
轍
甘

閑
水
流
ー
同
内
科
部
長
松
本
関
り
播
氏
で
小
舷
-
卸
つ
i1
､
何
れ
も
剃
世

流
で
~
舶
長
も
鵬
世
の
通
人
亡
の
串
で
厚
意
に
依
り
ポ
ー
･1
デ
ブ
キ
に
謡

曲
場
ね
設
け
て
-
な
る
邸
.1こ
た
つ
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六
日
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扱
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通
り
昨
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の
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恭
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L
L
L時
に
は

班
に
入
浴
し
て
居
ii
､
初
て
､
デ
ッ
キ
に
出
て
卿
内
,Lth
眺
め
ii
眼
に
は
如
何

に
も
血
糊
に
見
え
i1
､
寓
環
で
概
て
居
i1
租
り
の
替
滞
在
限
の
め
i1
り
_

朔
iI
の
で
あ
る
か
ら
蝶
に
愉
快
で
あ
っ
た
､
然
し
+(,)ち
ら
が
ら
入
持
上

1

り
す
ら
知
ら
でT･i
い
内
分
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経
の
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究
tユ
之
れ
か
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で
わ
ろ
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ラ

ン
チ

は
済
-
営
力
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下
シ
ム
1
上
っ
て
氷
る
ー
早
や
上
陸

の
釈
仲
も
L
な
け
れ

I.潔

ば･/,.よ
ら
な
い
甲
奴
上
は
却
々
脱
棚
で
あ

る

､
填

那
人
ら
関
都
屋
が
甲
収
に

波

欧

円

紀

鵜
て
鎚
斑
･和
事
に
ザ
ヲ
-
小
一
苛
み
qi,せ
つ
-
爾
僻
み
サ
ー
め
る
､
此
盛
は

帝
沌
軸
が
用
ゐ
ら
れ
て
居
ろ

､
少
々
爾
称
す
る
4
小
樽
苗
縄
目
易
で
日
下

骨
塊
三
沖
的
産
.1
居
ろ
竹
付
利
三
部
肘
が
迎
に
爽
て
-
れ
i1

､穏
岡
1
本

永
ー
小
口
諸
氏

一
行
}J
別
れ
､
竹
村
君
の
盤
内
で
市
内
在
見
物
す
る
｡

塞
内
訳
で
講
だ
如
-
此
地
の
見
物
中
背
し
い
の
け
島
舶
り
せ
33
1
ク
盗

:
?)で
あ
る
､
内
勤
薄
み
雇
ひ
､
島
廻
り
み
始
め
ろ
､
右
か
ら
左

へ
廻
る

先
づ
大
池
み

C
ity
H
a.11
に
Hj
で

P
epk
tram

statio.ロ
の
倦
み
登
り
~

が
バ
ー
ナ
ー
邸
宅
､
香
沌
大
典

門前
私
通
り
､
逆
は
島
の
穐
高

い
盛
私
達

て
居
る
の
で
市
の

1
部
が
眼
下
に
見
え
封
搾
り
費
色
美
し
-
旗
州
か
ら
減

る
珠
江
の
流
入
口
が
あ
れ
だ
TJ敦

へ
ら
れ
成
東
方
阿
り
串
+I/)も
恩
か
糾
し

駅
東
方
回
の
物
資
t･托
ぁ
の
江
11こ
依
て
此
鬼
に
艶
放
す
ろ
か
等
}J
考

八
つ
～

走
る
､
G
reen
IStan
d
が
前
_こ
見
え
ろ
セ
メ
ン
ト
食
酢
が
蛸
海
蛇
て
居
る

舶
Li
入
博
に
は
米
水
門
か
辿
り
.

川
帆
に
は
西
水
門
在
眠
る
､
地
鳥
S
過

払
曲
る
の
だ
等
tJ数

へ
ら
れ
る
､
路
1
+I,)
こ
迄
も
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
よ
.I

故
で
あ
る
の
で
･TmJiL劫
布
は
滑
る
が
如
-
悲
:
爽
快
で
あ
る
､
漸
-
島
の
後

側
t二
兆
ろ
TJ避
け
柵
海
鮮
近
-
の
低
い
越
み
放
ろ
.
所
々
の
入
江
ね
鋤
て

煎
る

A
b
erd
eeTl
三
耳
ふ
弧
村
に
出
ろ
､
支
那
人
の
部
落
で
幣
内
に
は
支

那
風
の
弧
舶

が
触
数
碇
泊
し
て
居
ろ
鞘
香
椎
yJ
も
云
ふ
ベ
4
,鹿
で
三
井
物

辞
串
は
飴
混
甘
-
か
ら
塔
海
関
i1
も
の
で
細
線
は
明
治
廿
七
八
年
頃
以
前

は
抽
て
培
な
い
の
で
罪
刑
で
は
め
TL
が
ー朋
滑
十
二
三
年
頃
11
1‡
既
に
此
島

に
氷
て
併
i1
せ
琴

へ
ら
れ
て
居
り
､

其
場
蹄
は
或
_ユ
此
地
で
あ
っ
ii
か
も

知
れ
な

い
tJ
竹
村
射
り
約
で
あ
る
､
開
稲
の
始
め
は
第

1
が
純
兼
好
第
二

が
三
非
物
産
TJ巾
す
が
之
-

其
謬
秘
証
明

す

る
静
}J
思
て
隅
L
i､
次
_

D
eep
w
LltCT
b
py
が
み
ろ
~
ゴ
ル
フ
で
7
サ
ン
ド
が
在
る
､
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で
は
な



い
が
白
砂
り
帝
､
水
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清

い
､
泊
水
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に
な
っ
て
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帝
粥
に
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テ
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れ
て
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t
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y
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せ
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贈
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の
客
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飯
此
戊
に
･;
地
坪

存
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る
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7
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し
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舶
り
泣
叫
で

班
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氷
り
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で
蹴
る
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つ
た
､
ホ

チ
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立
淡
な
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で
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火
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ダ
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先
生
史
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=
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の
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登
る
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y
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(
貯
水
池
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わ
加
過
す
ろ
刈
椅
収
大

中
央
が
拍
災

み
な
し
乱
費
転
作
､
先
年
我
が
先
太
子
殿
下
も
此
池
を
御
散

策
油
は
さ
れ
七
山
~
泣
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再
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に
J
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､
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h
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(
昨
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狩
而
文
節

一
り
火
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同
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受
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迦
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に
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之
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出
り

一
月
な
&
.た
り
で

わ
あ
が
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蜜
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追
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知
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=
.I,)や
弛
･,付
有
し
て
居

な

い
､
従
て
基
剤
の
飴
裕
か
J
i1
,5
い
､
僅
か
の
谷
間
tJ
妹
耕
作
_工
行
_

れ
て
桝
,.～.
い
､
樹
林
の
血
i
J､
英
明
指
節
柁
机
的
L
L
iも
り
ゝ
如
-
今
で

ti
軸
帝

的
緑
樹
茂
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&
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鎖
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収
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光
弘
し
て
在

る
が
貧
朋

である､iiP
輔
飴
に
は
随
介
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､
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椎
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で
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